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環境に関する施策



②
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⑫
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　　　令和５年度 83.6 68.5 51.6 49.0 33.2 26.5 23.4 6.5 6.3 3.8 2.7 13.1 4.5

　　　令和２年度 85.9 64.7 48.6 49.6 21.8 30.5 25.8 11.9 6.8 3.7 1.6 2.2 6.0

※全体の値を基準に降順並び替え
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25 環境保全活動への関⼼（取り組んでいること）
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 環境に配慮した⾏動として取り組んでいることは、「買い物時にマイバックを使用」の割合が83.6％で最も高い。次いで「節電や節水の実施」（68.5％）、
「ペットボトルやプラスチック製容器の削減」（51.6％）となっている。

 前回調査と⽐較すると、「外出時にマイカー利用を控え、徒歩、自転⾞または公共交通機関を利用」の割合が11.4ポイント、「何もしない」の割合が10.9ポイ
ント増加している。⼀方、「太陽光発電システムの設置」の割合が5.4ポイント、「エコマーク商品など環境にやさしい商品や地元産品の購⼊」の割合が4.0ポイ
ント低下している。

Q25 あなたが、環境に配慮した⾏動として取り組んでいることは何ですか。あてはまるものをすべて選んでください。(SA)
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7,770  83.6 68.5 51.6 49.0 33.2 26.5 23.4 6.5 6.3 3.8 2.7 13.1 4.5
広島地方生活圏 5,472  83.3 67.7 54.6 47.4 37.5 27.0 22.3 4.8 6.7 3.8 2.9 13.6 4.1
備後地方生活圏 2,064  84.7 70.5 43.9 52.3 24.6 25.4 26.6 9.5 4.6 3.8 2.3 12.4 5.2
備北地方生活圏 234  81.2 67.9 49.1 57.7 8.5 25.6 21.4 17.9 12.0 3.0 2.6 7.3 7.7
男性 4,161  78.6 67.2 45.6 51.5 30.2 20.3 26.4 6.6 6.7 3.6 3.1 15.2 5.4
⼥性 3,392  90.2 69.8 58.7 45.2 36.1 34.0 19.9 6.1 5.1 3.4 2.2 10.2 2.6
18〜19歳 39  75.6 51.3 26.9 24.4 51.3 26.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 48.7 0.0
20〜29歳 401  77.4 42.5 32.5 23.7 39.6 14.7 15.8 4.1 0.0 0.0 3.8 15.6 7.7
30〜39歳 615  79.3 63.1 48.8 38.7 32.5 13.5 22.9 9.5 4.2 5.6 0.0 23.2 4.0
40〜49歳 1,503  85.4 67.2 52.7 52.1 29.1 24.0 28.3 5.0 7.8 2.3 3.1 19.2 3.3
50〜59歳 1,782  83.7 70.8 54.8 56.8 32.7 22.2 28.6 5.3 5.6 2.5 3.2 14.9 2.9
60〜69歳 1,389  87.1 73.7 55.6 62.5 35.2 35.7 25.0 7.0 7.5 4.1 4.4 8.7 3.6
70歳以上 1,997  83.9 71.4 51.2 39.2 33.6 32.4 16.3 7.6 6.7 5.5 1.7 5.4 6.0

※全体の値を基準に降順並び替え
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25 環境保全活動への関⼼（取り組んでいること）〜続き（属性別）
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 生活圏別にみると、備北地方生活圏で「エコドライブの推進」（57.7％）や「太陽光発電システムの設置」（17.9％）の割合が他の生活圏と⽐べて高く、
「外出時にマイカー利用を控え、徒歩、自転⾞または公共交通機関を利用」（8.5％）の割合が低い。

 性別にみると、男性層で「エコカーや省エネ家電への買替え」の割合が⼥性層を6.5ポイント、⼥性層で「エコマーク商品など環境にやさしい商品や地元産品の
購⼊」の割合が男性層を13.7ポイントそれぞれ上回っている。

 年代別にみると、全般的に若年層で低い。また、60歳代で「節電や節水の実施」や「エコドライブの推進」の割合が高い。

Q25 あなたが、環境に配慮した⾏動として取り組んでいることは何ですか。あてはまるものをすべて選んでください。(SA)



25 環境保全活動への関⼼（今後取り組んでいきたいこと）
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 前回調査と⽐較すると、「太陽光発電システムの設置」の割合が9.9ポイント増加している。
 そのほかでは、「環境家計簿の作成」、「エコマーク商品など環境にやさしい商品や地元産品の購⼊」、「地域における環境保全活動や環境イベントへの参加」

など、上位にあがる項目で増加している。

Q25 あなたが、環境に配慮した⾏動として今後取り組んでいきたいことは何ですか。あてはまるものをすべて選んでください。(SA)
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7,770  48.8 48.6 47.6 47.2 44.7 38.2 31.7 24.6 20.2 9.1 8.4 0.0 21.2
広島地方生活圏 5,472  50.0 49.5 47.9 49.0 45.2 35.7 28.9 25.3 21.3 9.3 9.1 0.0 21.8
備後地方生活圏 2,064  46.2 46.8 47.7 43.9 43.6 43.4 39.3 23.4 17.3 8.7 6.9 0.0 18.8
備北地方生活圏 234  44.4 42.7 37.6 34.6 44.0 49.6 29.9 21.4 18.8 10.3 5.6 0.0 28.6
男性 4,161  50.7 51.2 48.9 49.9 45.4 40.3 34.3 25.8 20.6 12.2 9.5 0.0 20.0
⼥性 3,392  47.6 45.4 46.8 44.1 44.4 36.2 28.9 24.0 19.8 5.2 7.2 0.0 22.5
18〜19歳 39  75.6 73.1 75.6 75.6 75.6 24.4 73.1 51.3 48.7 24.4 48.7 0.0 0.0
20〜29歳 401  72.5 63.4 70.2 68.7 61.7 35.5 51.4 53.1 42.3 14.1 7.5 0.0 14.2
30〜39歳 615  56.4 61.8 59.0 54.0 53.0 45.1 35.5 38.1 27.0 10.1 11.1 0.0 15.1
40〜49歳 1,503  54.7 53.0 50.1 53.5 47.4 45.2 32.1 27.6 24.4 7.9 12.3 0.0 18.8
50〜59歳 1,782  49.9 51.7 49.7 48.2 45.3 39.0 29.2 21.0 19.8 11.0 8.4 0.0 19.2
60〜69歳 1,389  50.3 46.2 48.1 48.2 47.3 41.3 31.0 21.3 18.4 6.8 8.5 0.0 18.7
70歳以上 1,997  35.5 37.1 35.3 34.5 34.3 29.5 28.3 18.2 12.0 8.2 4.3 0.0 29.2

※全体の値を基準に降順並び替え
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25 環境保全活動への関⼼（今後取り組んでいきたいこと）〜続き（属性別）
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 生活圏別にみると、備北地方生活圏で「太陽光発電システムの設置」（34.6％）の割合が他の生活圏に⽐べて低く、「外出時にマイカー利用を控え、徒歩、
自転⾞または公共交通機関を利用」（49.6％）の割合が高い。

 性別にみると、男性層で「買い物時にマイバッグを使用」の割合が⼥性層を7.0ポイント上回っている。
 年代別にみると、全般的に若年層で高い。

Q25 あなたが、環境に配慮した⾏動として今後取り組んでいきたいことは何ですか。あてはまるものをすべて選んでください。(SA)



26 食品ロスの削減

68

 食品ロスが発生しないための取組については、「取組をしている計」（「している」＋「どちらかといえばしている」）の割合が75.3％となっている。
 生活圏別にみると、すべての生活圏で「取組をしている計」の割合が7割以上となっている。
 性別にみると、⼥性層で「取組をしている計」の割合が76.5％と男性層を2.4ポイント上回っている。
 年代別にみると、30歳代以上で「取組をしている計」の割合が高い。

Q26 あなたは、食品ロス問題を意識して、食品ロスが発生しないような取組をしていますか。あてはまるものを１つだけ選んでください。 (SA)
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75.3 22.6

広島地方生活圏 74.7 23.5

備後地方生活圏 77.2 19.7

備北地方生活圏 71.8 26.9

男性 74.1 24.1

⼥性 76.5 21.4

18〜19歳 51.3 48.8

20〜29歳 58.0 38.2

30〜39歳 76.4 23.5

40〜49歳 69.0 29.6

50〜59歳 77.7 22.3
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70歳以上 79.5 15.9
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